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若年正常血圧男性13例 (25-39歳，平均30士 5 歳)を対象とし，低塩食 (54:t 5 mEq/ 日) 4 日間及び増塩食 (294 ::t23 
mEq/ 日) 4 日間摂取後，両食餌間で平均血圧に 3mmHg 以上差のあった者を食塩感受性群 (SS) ，それ以外の者を食
塩抵抗性群 (SR) とした。各食餌最終日に採血し血紫カテコラミン濃度を測定した。また最終日に24時間ホルタ一心
電図を記録， R-R 間隔より心拍変動を最大エントロビー法を用いパワースペクトル解析した。 0.1 Hz 周囲にピークを
有する低周波成分 (Low Frequency) と 0.25 Hz 周囲にピークを有する高周波成分 (High Frequency) を求め， 0.03 
Hz 以上の成分を全成分とした。全成分にしめる LF の割合 (%LF) を交感神経，また全成分にしめる HF の割合(%
HF) を副交感神経の指標とした。 10分毎の%LF 及び%HF を計算し， 30分間隔に平均値を求めた。午前10時より午後
6 時までを昼間，午前 1 時より午前 7 時までを夜間と定義した。
【結果】
13名の中 8 名が SR 群， 5 名が SS 群であった。血竣カテコラミン濃度は SR 群においては増塩食時に減少する傾向
がみられたが， SS 群に変化はなかった。パワースペクトル解析の結果では増塩食時 SR 群では昼間に%LF は高値を示
し，夜間には%LF が低下し%HF の上昇が認められた。このことより昼間には交感神経活性が優位であり，夜間には
副交感神経活性優位となる日内変動が存在すると考えられた。一方 SS 群においてはこの様な日内変動は増塩食時に
消失していた。減塩食時には SR， SS 群ともに日内変動が認められた。昼間の%LF， %HF は両食塩負荷ともに SR 群
と SS 群聞に差はみられなかった。滅塩食，増塩食のいずれの負荷においても夜間には SS 群は SR 群に比し%LF の
高値と %HF の低値が認められた。このことより SS 群では夜間における自律神経系調節の障害が存在する可能性が考
えられた。糖尿病患者や高血圧患者では夜間の交感神経系活動の上昇により血圧の日内変動が修飾されているという
報告があり，正常血圧食塩感受性者においても自律神経系調節の障害が高血圧発症に関与する可能性が考えられた。
【総括】
1 .食塩抵抗性若年者で自律神経系調節の日内変動が認められた。食塩感受性若年者では，減塩食時には日内変動を
認めたが増塩食時には日内変動が消失していた。
2 .食塩感受性若年者では，夜間の交感神経活性が充進しており，将来の高血圧発症への関与が示唆された。
論文審査の結果の要旨
心拍変動のゆらぎは自律神経の調節を受けており，異なる幾つかの周期性変動が複合してできている。近年心拍変
動をスペクトル解析することにより自律神経機能を非侵襲的に評価することが可能となり多くの検討がなされてき
7こ。
本研究は24時間ホルタ一心電図に記録された心拍の R-R 間隔の変動をパワースペクトル解析し，正常血圧者におけ
る食塩感受性の自律神経機能への影響を非侵襲的に検討したものである。
食塩抵抗性若年者では，食餌中の食塩量に関係なく自律神経系調節の日内変動が認められた。一方，食塩感受性若
年者においては減塩食時に日内変動がみられるが，増塩食時には日内変動が消失していた。また食塩感受性若年者で
は，夜間交感神経活性が元進していることが明らかとなった。
本研究によって正常血圧であっても食塩感受性者においては自律神経系調節障害が高血圧発症に関連する可能性が
示唆され，疾患の将来予測の資料となるという点で，臨床的に有用であり学位の授与に値すると考える。
